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まずもって10年続けて来れ
ましたこと、皆々様に感謝申
し上げます。
どれだけ沢山の方々から助
けていただき、支えられてき
たか、自身を成長させてくだ
さったかを振り返ると、感謝
しか浮かんできません。お年

寄りの皆さんとたくさんの出会いがあり、喜びや感動をいただき
ました。お年寄りの車いすから懸命に立ち上がる姿、保育園児と
見つめ合う目の輝きを目の当たりにし、私たちより気持ちは若く、
そして強く、イキイキと輝いてみえます。そんな姿に身体は老い
ても心に年齢は関係ないこと、会話が困難でも涙で感動を表現さ
れる姿に、私たちを信じなさい、私たちから学びなさい、本で読
んだ知識を頭に詰め込むより、生きた体験を心で感じなさい、命
の長さだけでなく重さや尊さを感じなさい、過去よりも今を大切
に生きることの大切さを、身を持って教えていただいた10年間で
した。
また、介護の仕事は人を支える仕事だけはでなく、逆に支えら

れて生かされていることに気づく仕事だと感じます。私自身、幼
いころから祖父、祖母に囲まれ愛情いっぱいで育ち、母方の祖母
と亡くなる直前に交わした手の温もり、ギュッと握られた別れの
挨拶は１８年経った今でも、手の感触がはっきりと残っています。
あの握手からバトンをもらった気がします。愛一杯のバトンであ
り、優しさであり、芯の強さでもあり。老いてからでもペン習字
の通信教育を始めたり、介護の必要となった終末にも、言葉では
言い表せないほどのメッセージを受け取りました。
戦争で青春時代のなかった、生きることに精一杯だった方々に、
もう一度、ここで私たち若者と一緒に青春を味わってもらおう、
やっておきたいこと、訪れたい場所、もう一度会っておきたい人、
それを一緒に実現しよう、生きることを一緒に楽しむ場所にしよ
うと、スタッフ一同、初心に戻り、心新たに励んでまいります。
どうぞ、すずの郷をこれからも温かくお見守りくださいませ。
今年一年、本当にありがとうございました。また来年もどうぞ

よろしくお願いいたします。 （すずの郷施設長 鈴木芳仁）
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今年も一年お世話になりました。
今年は、すずの郷開設10周年でした。
来年3月24日（土）には、津島市文化

会館にて『すずの郷創立10周年記念式
典 感謝のつどい～共に生きる～』を
開催致します。すずの郷のこの10年を
振り返り、入居者様、ご家族様に感謝
をさせていただく会を開催致します。
今月中に案内をお知らせさせていただ
きます。
今月のすずの郷新聞は、10周年イヤー
のこの一年を振り返ります。

季節の
行事

ご家族との
時間

おでかけ
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果物が大好きな
南谷秋枝さん、川
島たづさんとみか
ん狩りに行く計画
を立てました。
当日の11月20日
は、今年一番の寒
さ。外出するかど
うか、お二人と相

談すると「これくらいの寒さは寒くないので、出掛けましょ
う」と98歳の秋枝さん。「私は風邪ひかないから大丈夫」
と100歳のたづさん。この元気に驚きながら南濃町のみか
ん畑に出掛けました。
幼稚園児の元気な声が響くみかん畑でみかん狩りを開始。
ご自分でみかんをとって食べたり、スタッフに採ってもらっ
たり、パクパクと召し上がっておられました。気が付くと
寒さを忘れて１時間半くらいの時間が経ち「もうお腹いっ
ぱい!!」と言われました。
お腹がいっぱいになりながらも最後は受付で柿の試食をさ
れ、袋一杯の柿をお土産に買われていました。
その後、カラオケ好きな秋枝さんと相談し、カラオケに

直行。秋枝さんが歌を歌われるとそれに合わせてたづさん
が手拍子をされたり、合いの手をされたりと、楽しく過ご
されました。カラオケの熱唱で、みかん狩りでいっぱいに
なったお腹もすっかり減り、お昼はカラオケを歌いながら
ラーメンをペロリと召し上がっておられました。
みかん狩りからカラオケ。好きな事をするときは、年齢

なんて関係ないんだなと教えていただいた、98歳と100歳
の元気なお姿にパワーをいただいた一日になりました。

（向井千代子）

11月1日。快晴でお出掛けにピッタリ
な日に犬山市にある「リトルワールド」
に行きました。息子様、娘様、お孫様
のご家族参加もあり日帰りのプチ世界
一周旅行となりました。
お一人お一人みなさん好きな民族衣
装を選んで頂き記念撮影をしました。
藤江良子さん、加藤政子さん、早瀬り
つ子さんがオランダメルヘンの衣装を

身にまといドイツをお散歩していると他の来場者の方々から「カワイイ！！」
と声を掛けられ若い方々と一緒に写真を撮ったり、星野勘市さんは親子三
代で沖縄の衣装に真顔でパッチリ、竹内よし江さん親子は王子様とお姫様
に変身し周りのみんなも自然に笑みがこぼれました。世界のパン祭りが開
催中で、沖縄で話題になっているレインボーベーグルや南アフリカを代表
するパンをくり抜いてなんとワニ肉が入っているカレーを入れたバニーチャ
オなど、普段では食べる事が出来ないものを世界各国を回りながら食べ歩
きしました。「美味しいわ～」と親子でご参加の北野淑子さんも満足気で
す。そして最後はお土産タイム。悩みながら沢山お土産を購入されていま
した。お土産選びも外出の醍醐味です。普段の日常とは違った雰囲気に近
藤輝子さんはいつも以上にモリモリ召し上がられ、笑顔を沢山見せて下さっ
たのがとても印象的でした。
これからも武光観光は、初めての体験にワクワクできるような旅をご提
案させていただきます!! （野田正史）

100歳の川島たづさんと
98歳の南谷秋枝さんから
元気をいただきました♪

武光観光だより
～世界一周旅行

犬山リトルワールド～

丹良隆さんがすずの郷に入居
されたのは、今から5年前の52歳
の時でした。
この5年間、丹さんのやりたい
こと、行きたいところ様々な思いや夢を聴いてきました。その中の一
つに『矢沢永吉のコンサートに行く』という夢がありました。丹さん
は、部屋でいつもＣＤを聴いておられました。キャロル（ソロになる
前のバンド）時代からのファンだそうです。丹さんのその夢を叶える
ために、毎年ライブチケットをゲットしようと試みていましたが、毎
年のように抽選落ち。それがなんと今年!!チケットを取ることができ
ました。すぐに丹さんにそのことを伝えると、大喜びで、当日が来る
のを毎日楽しみにされていました。
当日、日本ガイシホールへ。会場に入ると丹さんは、大勢の矢沢ファ
ンがタオルを持って盛り上がっている熱気と、ステージのバックスク
リーンの『YAZAWA』の文字の迫力に感極まったのか、喜びの表情を浮
かべながら大号泣されていました。そして永ちゃんコールの中、矢沢
永吉が登場すると、さらに号泣、声を上げて興奮されていました。今
年で永ちゃんは68歳だそうです。ソロになって40年。永ちゃんは言っ
ていました。「人は小さなHAPPYで何度も立ち上がり、前に進める。40
年矢沢を追いかけて一緒に走り続けて、ここに来てくれてありがとう。
そしてこれからも走り続けようーぜ」と。68歳とは思えない、声量と
パフォーマンス、そして熱い言葉。丹さんも含め、キャロル時代から
のファンは、青春時代の気持ちのまま、また一層格別な想いを共感さ
れているのでしょう。その後もロック、バラード、キャロル時代の歌
も熱唱。丹さんもほとんどの曲が大好きな歌だったようで、終始大感
激、大興奮、大号泣でした。そしてフィナーレはファン一体となって
大合唱＆タオル投げ、あっという間の夢の時間でした。丹さんも「よ
かった。よかった。ありがとう」と何度もおっしゃられ、一生の思い
出になったと話されていました。 （安藤真）

丹良隆さん
大ファンの

矢沢永吉コンサート
で感激


